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 看護学生の学生支援における教員と多部門連携に関する文献検討
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要旨
　医学中央雑誌Web版とCiNii Articlesを用いて検索した看護学生の学生支援における連携に関する文献から，教員間及び教
員と多部門との連携の現状を明らかにすることを目的に内容を検討した．学生支援内容の内訳は，日常の学生生活上の支援，
疾患を抱えた学生の支援，教務事務上の支援，学業継続上の支援，臨地実習における教育上の支援，学外学修上の支援であっ
た．学生を支援する看護教員は，学生を個別で支援する役割（担任等）や教員をまとめる役割（主任等），臨地実習指導の役
割等を担っていた．学内には学生支援を担う委員会や教員以外の様々な部署の職員や専門家（教務事務，学生総合支援センター
関係，保健管理センター関係，障害学生センター，学生相談室，学内カウンセラー，学内精神科医等）が支援者として存在し，
外部の支援者として，実習指導者（病院等）や学外カウンセラー，学外精神科医が存在した．学外学修においては，他大学の
教員等も関与していた．さらに共に学生を支援するという意味で保護者も対象として挙げられた．入学時早期の新入生の支援
や休・退学者の支援，疾患を抱えた学生の臨地実習上の支援についての教員間や教員と多部門連携の実態は一部明らかになっ
たが，教員以外の部署や専門家との連携はあるものの実態把握にまでは至らなかった．今後さらなる研究の推進が必要である．

キーワード：看護学生，学生支援，多部門連携，文献検討

Abstract
　We examined the content of papers on collaboration in support for nursing students found through a search of Ichushi-Web and CiNii Articles 
to identify the current status of collaboration between fellow faculty members and such members and multiple other departments. Student support 
was divided into categories of support for everyday student life, students with medical conditions, school aff airs and administration, continuation 
of studies, clinical practicum training, and off -campus learning. Nursing faculty supporting students held roles of providing individual support 
（e.g., teachers leading classes）, organizing faculty （e.g., supervisors）, and overseeing clinical practicums. In addition to a committee 
responsible for student support and faculty members, on-campus support included a variety of specialists and staff  from other departments 
（e.g., school aff airs and administration, comprehensive student support center, health center, center for students with disabilities, student 
advising center, on-campus counselor, on-campus psychiatrist）. There was also off -campus support in the form of practicum supervisors （e.g., 
hospitals）, off -campus counselors, and off -campus psychiatrists. Faculty from other universities also contributed to support for off -campus 
learning. Furthermore, parents or guardians were also included in the sense that they are involved in supporting students. While the status of 
collaboration between fellow faculty members and between such members and multiple other departments was revealed to some extent in the 
context of support for new students early on, support for students who have taken leave or left school, and clinical practicum support for students 
with medical conditions, there was not adequate data to grasp the status of collaboration with non-faculty departments and specialists. Further 
research is needed.

Keyword：nursing students, student support, multi-departmental collaboration, literature review
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Ⅰ．諸言

　現代の学生は，自我形成の遅れと他者志向性が強い
ことで，自己信頼感の低下や情緒不安定を招きやすい
状況にあり，教育機関において心理的な健康維持の支
援が求められる1）2）．また，全国的に少子化や進学の
ユニバーサル化に伴い，目的意識や学習意欲が低い学
生や社会性が低い学生が増加していることが指摘され
ている3）4）．さらに，発達段階の視点から，心理的・
社会的発達が身体的成長に追いついていない学生も多
く，臨地実習のような普段の生活以上にストレスフル
な状況下においては，体調を崩し学修の継続が困難と
なる学生もいる5）6）．このような中，「学生の個別性
と多様性に配慮しつつ，教育的・成長促進視点に立っ
た的確な支援」が必要とされ，総合的な学生支援体制
として「 3階層モデル」が提唱された7）．第 1層は「日
常的な個別ニーズの把握と対応」とし，すべての教職
員は基本姿勢として，学生の発達的な課題や今日的状
況への理解を示し，支援的であること，また学生の自
主的な活動支援も含まれる．第 2層は「個別ニーズに
応える役割・場の工夫」とし，教員はクラス担任制度
やアカデミック・アドバイザー等，職員は「何でも相
談窓口」や関連窓口の集中配置等，学生間ではピア・
サポート等を指し，制度化された支援としている．第
3層は「個別ニーズに応える専門性の分化と深化」と
し，第 1層・第 2層のみで対応できない学生の教育的・
専門的支援が求められる．主に学内外の連携・協働の
核として，カウンセリングを中心とした相談，個別状
況に応じた修学や進路・就職相談等を指し，学生相談
機関や保健管理センター，キャリアセンター等の部署
が担う．これらの支援や担当部署は本学にも存在する
が，将来，大きな責任が伴う看護職，対人援助職とな
る学生を支援するという学部の特性上，教職員とも
に悩むことも多い8）．また，学生の抱える問題が多重
であること，さらに問題が複雑化，重症化している9）

ことから，特に先述の第 2層・第 3層においての学内
外との連携において，適切なタイミングで有機的につ

ながることで，より早く問題解決の糸口が探れるので
はないかと考える．しかし，看護学生において，制度
化された学生支援（第 2層）の実態や専門的学生支援
（第 3層）の研究がまだ少ないという指摘10）もあり，
本研究では，看護学生の学生支援における教員間及び
教員と多部門との連携の現状を明らかにすることを目
的とした．これにより，看護教育機関で教員が担う学
生支援における連携の在り方を検討する一助とした
い．

Ⅱ．方法

1 ）看護学生
　看護学部または看護学科の大学生だけではなく， 3
年課程の短期大学や看護師養成機関で看護を学ぶ者を
含む（ 2年課程は除く）．
2）連携
　医学中央雑誌Web版の統制語にある「多部門連携」
とし，学内では教員間や教員職員間等の他部署間の連
携，学外では教員と臨地実習で関わる実習指導者間等
の連携とする．
3）面談
　学生支援の方法として，文献によって「面接」，「面
談」と混在していたため，面談として統一する．

　 文献検索は2023年 6 月，データベースは医学中央雑
誌Web版（図 1），CiNii Articlesを用いた．医学中央
雑誌Web版は，検索範囲を2022年までの原著論文と
し，検索ワード 「看護学生」「学生支援」で検索し35件，
さらに検索式に「連携」を加えて検索し 5件が該当し
たが，そのうち 1件は文献検討のため対象外とした．
文献数が少ないため，原著論文を条件から外したが，
数は変わらなかった．また，同じ条件で検索ワード「看
護系大学」「学生支援」「連携」で検索し 2件，「医療
系学生」「学生支援」で 0件，「医療系学生」「学生対

医学中央雑誌Web版

①｠｠ {看護学生/TH or 看護学生/AL} and {学生支援/AL}　35件

②｠｠ ① and {多部門連携/TH or 連携/AL}　 5 件（非該当 1件）（n= 4 ）

③｠｠ {看護大学/TH or 看護系大学/AL} and {学生支援/AL} and {多部門連携/TH or 連携/AL}　 2 件（ 1件重複）（n= 1 ）

④｠｠ {医療系学生/ AL} and {学生対応/AL}　 1 件（{学生支援}では 0件）（n= 1 ）

⑤｠｠ ①から②を除いた30件のうち、内容に「多部門連携」あり 1件、ツールを用いた支援 2件（n= 3 ）

合計 9文献

図 1　文献検索のプロセス
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応」で検索し 1件が該当した．また，CiNii Articlesは，
検索範囲を2000年から2021年までの論文とし，フリー
ワードで「看護学生」「学生支援」で28件，さらに「連
携」を加えて検索し 1件が該当したが，医学中央雑誌
Web版と重複していた．また，先述の医学中央雑誌
Web版の検索ワード「看護学生」「学生支援」で検索
した35件の文献から「連携」を加えて検索した 5件の
他，文章内に多部門が関わっている記載があった文献
1件と，アプリケーションツール等を活用した学生支
援の文献 2件を追加し，合計 9文献を対象とした．図
1に文献検索のプロセスを示した． 

　対象文献を精読し，著者名，発行年，支援対象者，
支援者（連携者），支援方法・内容，結果・考察の項
目で内容を整理し，類似した支援内容に基づいて分析
した．

　引用・参考文献の著作権を侵害しないように留意し
た．

Ⅲ．結果

　対象文献を表 1に示す（No.は文献番号とす
る）． 学生支援内容の内訳は， 日常の学生生活上
の支援（No. 3 , 4 , 7 , 8 ），疾患を抱えた学生の支
援（No. 5 , 7 ），教務事務上の支援（No. 6 ），学業継
続上の支援（No. 9 ），臨地実習における教育上の支
援（No. 1 ），学生ボランティアの現地活動上の支援
（No. 2 ）であった．支援対象学生の内訳は，大学生が
4件（No. 1 , 2 , 5 , 6 ），看護師養成機関の学生が 5件
（No. 3 , 4 , 7 , 8 , 9 ）であった．

　主として学生を支援する看護教員は，常勤，学生
の健康管理に関わる専任教員であった（No. 1 , 5 ）．
また，担任，クラス担任制，チューター，アドバ
イザー等の名称で学生を個別で支援する仕組み
（No. 3 , 4 , 5 , 7 , 8 , 9 ）や個別の教員の取りまとめ役
として教務主事や教務主任，学年担当という役割も
あった（No. 8 , 9 ）．さらに，教員は臨地実習指導担
当という役割を担い，普段の学生支援とは異なる立
場での支援も行っていた（No. 1 , 7 ）．また，教員は，
職員とともに委員会の構成メンバーでもあり，主に学
生支援を担う委員会としては，学生委員会関係，教務
委員会関係，実習委員会関係等があった（No. 1 , 5 ）．

さらに，学内には，教員以外の様々な部署の職員や専
門家（教務事務，学生総合支援センター関係，保健管
理センター関係，障害学生センター，学生相談室，学
内カウンセラー，学内精神科医等）が支援者として存
在していた．また，外部の支援者として，臨地実習に
伴う実習指導者（病院等）や学外カウンセラー，学外
精神科医が挙がった（No. 1 , 5 , 6 , 7 , 9 ）．ボランティ
ア等の学外学修においては，他大学の教員やボラン
ティア受入れ先（団体，講師）も関与していた（No. 2 ）．
さらに共に学生を支援するという意味で保護者も対象
として挙げられた（No. 2 , 9 ）．尚，上記の多部門の
部署の名称については組織により若干異なるため，代
表的な名称を記した．

1）日常の学生生活上の支援
　先述の通り，教員は授業で関わる以外に，担任や
チューター制度で一定の学生を個別で担当し，学生生
活や履修等に関する支援を行っている．特に学生生活
において問題が生じた場合は，担任やチューターとし
て担当する教員が対応する．支援の方法としては主と
して面談が挙がった（No. 2 , 5 , 7 , 8 , 9 ）．その他に看
護教育機関で独自に開発した支援ツールを用いた方法
もあり，学生と教員が交換日記のような形式で文章の
やり取りを行う中で，両者の関係構築や学生が抱える
問題の早期発見に活用し（No. 3 , 4 ），また，特に入
学して間もない 1年生は，教員との関係が希薄である
ため，少しでも気持ちを吐露するきっかけとなるよう
に考えられていた．
2）疾患を抱えた学生の支援
　看護系大学を対象とした調査（No. 5 ）では，慢性
疾患の学生が 1～ 4名在籍する大学は51.1％で，主な
疾患は糖尿病，てんかん等であった．このような慢性
疾患の学生の修学支援においては，個人カード等の書
面やチューター，アドバイザー等の面談から，学生の
病気・治療等に関する情報を入学時に把握し，日々学
生と接する機会の多い教職員と学生支援スタッフとの
連携が重要であるとしていた．また，学生が学生自身
の病気の情報をセルフマネジメントできることも大切
であるとしていた． 
3 ）教務事務上の支援
　学生は学生生活の中で教務課等の教務事務職員の窓
口を訪れて相談することが多いが，対応する教務事務
職員はしばしば困難さを感じている（No. 6 ）．学生に
関する要因としては，強い口調での要求の訴え，コ
ミュニケーションが難しい，ルールが明確でない隙間
を問う要求，精神疾患や心理的な問題を抱えている等
が挙がり，中には問題が重複している場合や問題に関
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表 1　対象文献

No.
著者名
発行年

タイトル 支援対象者 支援者（連携者含む） 支援方法・内容 結果・考察

1 飯岡由紀子ら
2022

看護系大学にお
ける臨地実習の
教育上の調整の
実態と教員の認
識

障害のある
看護系大学
生

・ 看護系大学の常勤看
護教員
・ 学生相談センターや
保健センター ,障害
学生修学支援セン
ター職員等学生が相
談する窓口の職員

・ 大学としての修学支援については
教務委員会や学生支援委員会等で
教育上の調整について検討し,情
報と対応策の共有に取り組んでい
た
・ 相談窓口（学生相談センター ,学
生保健センター）での学生相談
・ 障害のある学生支援の修学支援に
関する指針作成,情報公開（HP）

教育上の調整を行った学生は,発達
障害と精神障害が多かった教育上の
調整についての関心は高いが,全体
的にやや低い傾向があり,実習指導
能力やマネジメント能力向上が課題
との認識が高かった経験年数別の教
育上の調整に対する認識で有意さも
あり,個々の教員間だけでなく,重層
的で組織的な支援体制の構築が重要
であると考えられた

2 酒井康江ら
2022

学生のボラン
ティア活動推進
のための教員お
よび大学の役割　
熊本地震復興支
援ボランティア
活動から考える
（第 2報）

熊本復興支
援参加学生
ボランティ
ア

・ ボランティアに参画
する教員（同じ大
学）
・ ボランティアに参画
する教員（他大学）
・ ボランティア受入れ
先（団体,講師）
・ ボランティア活動の
担当ではない教員
・ 大学組織
・ ボランティア学生の
保護者

・ ボランティア受入れ先や講師の開
拓,選定,調整
・ 必要書類（活動申請,誓約書等）,
物品の準備
・ 外部資金取得の申請と活動費調達
・ メールや教授会を通じた活動の周
知
・ 適宜,学生の相談にのり,必要に応
じた指導助言
・ 現地の支援者や当事者から直接話
を聞く機会の調整
・ 他大学のボランティア学生と交流
する機会の設定
・ 活動後の報告,受入れ先への御礼
状送付
・ 学生主体の復興支援チャリティバ
ザー（大学祭）の後方支援

大学の役割として,学生のボラン
ティア活動へ財源確保すること，社
会連携推進センターに専属の職員を
配置するよう働きかけること，大学
全体で学生のボランティア活動に理
解と協力が得られるような仕組みづ
くりを行うこと，安全確保のための
ルールづくりをすることなどが挙げ
られた

3 片山美穂ら
2022

看護専門学校生
に対する支援
ツールを用いた
学校生活支援の
実践報告

A看護専門
学校生

・ 支援ツール担任教員
（・ 支援ツール担任以
外の教員）

・ 学生が生活習慣の振り返りや学生
生活全般の相談ができるよう学校
独自で開発した支援ツールを用い
て,学生が毎日記載して提出し,教
員が毎日コメントをするという交
換日記のような形式で運用し,学
生の個別の相談に応じた

「毎日提出するもの」「教員とやりと
りできるもの」「教員との関係性を
作るもの」が抽出され，支援ツール
は学生にとって教員への相談のきっ
かけとして活用されていたと考えら
れた

4 鈴木由依子ら
2021

看護専門学校に
おける入学後間
もない学生が教
員へ発信する情
報－学生支援
ツールに書かれ
た内容より－

A看護専門
学校生 1年
生

・ 支援ツール担任教員
（・ 支援ツール担任以
外の教員）

・ 学生が生活習慣の振り返りや学生
生活全般の相談ができるよう学校
独自で開発した支援ツールを用い
て,特に入学後間もない学生の勉
強や学業に対する助言・相談・慰
め・励ましというサポートを行っ
た

教員は学業を継続を支援してくれる
人として認識されていると考えられ
たまた，学生支援ツールにおいて，
友人関係の困難に関する表記は確認
されなかったことから,交友関係を
相談する相手として教員を選択して
いなかったと考えられた

5 河合洋子
2017

看護系大学にお
ける慢性疾患の
学生の支援体制
の実態－修学支
援のあり方と学
生の情報の扱い
についての考察
－

慢性疾患の
ある看護系
大学生

・ 看護系大学の教員
（学生の健康管理に
関わる専任教員）
・ 実習指導者（病院等）
・ チューター ,アドバ
イザー（担当教員・
担任等）
・ 専門部署（学生総合
支援センター関係,
保健管理センター
関係,障害学生セン
ター等）
・ 委員会（学生委員会
関係,教務委員会関
係,実習委員会関係
等）

・ 主に個人カード等の書面,チュー
ター ,アドバイザー等の面談から,
学生の病気や治療等に関する情報
を入学時に把握する
・ 学内演習や臨地実習（教員・実習
指導者間で）における学生の病気・
 治療に関する情報を共有していた
（会議,口頭）

・ 慢性疾患のある学生が 1～ 4名在
籍する大学は約半数で，主な疾患
は糖尿病，てんかん等であった
・ 約 6 割の大学に支援する専門部署
があり，臨地実習においては 6割
以上の大学で教員と実習指導者が
学生の病気等の情報を共有してい
た
・ 学生支援で必要なこととして，【学
生支援体制の整備】【学生がセル
フマネジメントできる支援】【相
談しやすい環境づくり】【教員・
学生の意識啓発】【学生生活環境
の整備】など 5つのカテゴリが抽
出された
・ 慢性疾患のある学生の修学支援で
は学生と接する機会の多い教職員
と学生支援スタッフとの連携が重
要
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6 川上ちひろ
2016

知られざる医療
系学生の横顔　
教務事務職員が
困ると感じる学
生対応から見え
るもの

医療系学部
に所属する
学生

・ 教務事務職員
・ 教員
・ 保護者

・ 履修相談
・ 欠席,留年,休学,退学などの対応
・ 学生からのクレームなどの不適切
な態度への対応
・ 保護者からの要望への対応

・ 学生の要求が許容限度を超える場
合の組織的な対応や共通理解，学
生対応能力等，教務事務職員の対
応を検討する必要があった
・ 適切に難しい場面に対応するため
に，教員，事務職員の協働は欠か
せないものであると考えられた
・ 学生のプロフェッショナリズム，
倫理教育の観点からの検討の必要
性も示唆された

7 山下知子ら
2016

看護師養成機関
における学生支
援体制と,発達
障害および発達
障害の疑いのあ
る看護学生の臨
地実習における
支援

看護師養成
機関におけ
る発達障害
およびその
疑いのある
学生

・ 看護師養成機関で臨
地実習を指導した教
員
・ 学生相談室,学内カ
ウンセラー ,学内保
健センター ,担任制,
チューター制,学内
精神科医,学外カウ
ンセラー ,学外精神
科医（大学・短期大
学で多い順）
・ 担任制,学内カウン
セラー ,学外カウン
セラー ,学内学生相
談室,チューター制,
学外精神科医,学内
精神科医,学内保健
センター（看護専門
学校で多い順）

・ 学生面談（学生から話を聞き,記
録に残す）や教員間,教員・相談
部門間で情報共有し,統一した態
度で接する
・ 指導するときは短く直接的に話す
（喩えなどを使わない）,同時に 2
つ以上の指示を出さない,覚えて
ほしいことは紙に書いて渡す,学
生がどのようにコミュニケーショ
ンをしているか教員がロールプレ
イをしてみせる,学生がパソコン
で記録を書く希望があれば認め
る,病院内で迷わないよう同一場
所で待ち合わせる等の配慮をする
・ カウンセリングやセルフヘルプ・
グループ,専門医療機関の受診を
勧める
・ 学内で発達障害の学習会を行い,
教員間の理解を深める

・ 学生に対する支援体制は，看護専
門学校では担任制が81%，大学・
短期大学では，担任制（48%），学
内学生相談室（69%），学内カウ
ンセラー（66%），学内保健セン
ター（59%）と複数の支援体制を
もつ養成機関が半数を超えていた
・ 実習中に発達障害が疑われた学習
困難な学生への支援については，
「教員間連携」「学生から話を聞く」
など教員や学内支援に留まる内容
が半数を占めており，専門家との
連携が十分ではないことから，支
援システムを検討する必要性があ
ると考えられた

8 高村昌枝ら
2015

クラスを活用し
た看護学生に対
する支援に関す
る研究【後編】
教員の役割と連
携

3年課程看
護師養成機
関の学生

3年課程看護師養成
機関の教務主任,専任
教員（クラス担任制
または,クラス担当教
員を配置した学年担
当（チーム）制）

・ クラス担任は,クラス全体の把握
（学校生活や学習状況,クラスで
の人間関係等を支援）,相談窓口
（個々の学生の学習や健康状態を
把握し,生活を支援）の役割を果
たす
・ 教務主任は担任とは別の立場で学
生の話を聞き,学生とクラス担任
の関係を調整する
・ 教務主任はクラスに関する情報交
換を行い,支援の方向性を共有,ク
ラスという集団を支援するのリス
ク（教員の抱え込み,学生の主体
性の問題等）を予測した支援を行
う
・ 各教員は他教員と定期的に情報交
換や地話し合いをし,目標を共有
し,その情報共有や意見交換は,会
議や島という座席で行われる方法
も含む

《クラス担任固有の役割》，《クラス
やクラス担任に関する教務主任の固
有の役割》，《クラスを支援するため
の教員間の連携》，《クラス担任制に
よる学生支援で予測されるリスク》，
《クラス担任に必要な姿勢や能力》，
《クラス担任の能力を高めるための
方策》の 6つに分類し，クラス担任
制のメリット，リスクを考え，教務
主任や教員間での連携が必要である

9 加藤かすみら
2013

看護師養成所 3
年課程の休学・
退学と学生への
支援の実態

看護師養成
所 3年課程
の学生

・ 看護師養成所 3年課
程の教員（教育主
事・主事,学年担当,
担任,チューター）
・ 保護者
・ 学内カウンセラー

・ 面接方法の工夫（教育主事・主任,
担任等の複数の教員での対応,学
生・保護者・教員の三者面談,面
接回数を定期回数以外に必要に応
じて増やす）
・ メンタルの悩みであれば,学年担
当教員やチューター教員等が面接
する
・ 保護者の協力を得る（保護者への
報告,三者面談,保護者からの情報
収集,家族からの支援の依頼）
・ 学生に学内カウンセラー面接を勧
める（精神面,人間関係の悩み等）
・ 保護者にも学内カウンセラー面接
を勧める（学生の問題に一緒に取
り組んでもらう）
・ 学生の指導方法について,学校側
からカウンセラーに相談する

・ 休学率17%，退学率31%，休学・
退学時期は 2年次が多かった
・ 学生の背景には，通学，通院歴，
不認定科目があり，休学理由は「健
康上の理由」「学業不振」「家庭の
事情」，退学理由は「進路変更」「学
業不振」「健康上の理由」の順で
多かった
・ 休学・退学と学生支援の実態を意
識し，入学時から意図的に学生に
関わり，状況を把握し，学校職員，
保護者，カウンセラー等の専門家
との連携，情報共有を密にして支
援していく必要がある
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連して保護者の要求が多いことも挙げられた．「教員，
教務事務，保健管理センターとの連携がうまくいって
いない」という教務事務職員の意見もあった．
4）学業継続上の支援
　 3年課程の看護教育機関において休学・退学時期は
2年次が多く，学生の背景には通学，通院歴，不認定
科目があり，休学理由は「健康上の理由」「学業不振」，
退学理由は「進路変更」「学業不振」の順で多かった
（No. 9 ）．また，教員対学生の人数比率が低い学校の
方が休学・退学者が少ない傾向があった．入学して間
もない時期の教員の関わりの重要性は先述したが，休
学・退学における学生支援においても，「教員は入学
時から意図的に学生に関わり，必要時に学生にカウン
セリングを勧める等して状況を把握し，学校職員，保
護者，カウンセラー等の専門家との連携，情報共有を
密にして支援していく必要がある」としていた．また，
保護者から情報を収集し学生支援の協力を得る，三者
面談を行う等，積極的に保護者と連携していた．さら
に，学生だけでなく保護者にも学内カウンセラー面談
を勧める，学生支援や指導方法について学校側からカ
ウンセラーに相談する等，学内カウンセラーとの関わ
りを密にしていた．
5）臨地実習における教育上の支援
　臨地実習における教育上の調整が必要だったのは，
発達障害と精神障害が多かった（No. 1 ）．障害のある
学生への修学支援体制について検討する委員会があっ
たのは，大学全体で60.2％，看護学部では75.3％であ
り，学生の相談窓口として最も多かったのは学生相談
（カウンセリング）センターであった．また，発達障
害およびその疑いのある学生の支援として，教員間，
教員・相談部門間で情報共有し，統一した態度で接す
るようにし，指導する時は短く直接的に話す（喩え等
を使わない），同時に 2つ以上の指示を出さない，覚
えてほしいことは紙に書いて渡す等，学生の状況に応
じた支援を行っていた（No. 7 ）．さらに，学生がパソ
コンで記録を書く希望があれば許可する，実習病院内
で迷わないよう同一場所で待ち合わせをする，学生が
どのようにコミュニケーションをしているか教員が
ロールプレイをしてみせる等，臨地実習の状況に応じ
た支援を行っていた .また，臨地実習においては 6割
以上の大学で教員と実習指導者が学生の病気等の情報
を共有していたが，個人情報保護の観点から情報共有
をしないと回答した大学は25％であった（No. 5 ）．組
織としての学生支援体制について，看護専門学校は
「担任制が中心的な役割を担う一方で，大学・短期大
学では，担任制，学内学生相談室，学内カウンセラー，
学内保健センターと複数の体制がある」とし，この支
援体制の違いによって臨地実習中に発達障害が疑われ

た学習困難な学生への支援において，教員や学内支援
にとどまることへの課題を指摘し，専門家と連携して
支援するシステムが必要であるとしていた（No. 7 ）．
6）学生ボランティアの現地活動上の支援
　災害復興支援ボランティアとして活動した学生への
支援の特徴や課題についての報告（No. 2 ）によると，
ボランティア志願の学生を支援する教員としては，必
要に応じて相談には乗るが，出過ぎず学生の力を信じ
て待ち，失敗しても頑張りを認めて共に喜ぶというス
タンスで関わっていた．学生が安全に，主体的に関わ
れるように，ボランティア受入れ先の選定や調整，後
方支援（ボランティアの財源確保，書類申請・報告書
作成，学内の専属部署の専属職員の配置の要請），大
学全体で学生のボランティア活動に理解と協力が得ら
れるような仕組みづくり（学内周知活動，大学での意
識格差の解消）を行っていた．

Ⅳ．考察

　学生支援ツールの活用は様々な教育機関で行われて
おり，特に入学して間もない 1年生への担任等の教員
からの一対一の丁寧な支援11）12）は，自我形成の遅れと
他者志向性が強い傾向がある1）2）13）現代の学生におい
て有効であり，信頼関係の構築，さらに深刻な問題が
生じた場合の早期対応につながる可能性が高いと考え
る．また，学生を信じて待ち，失敗を咎めず行動した
ことを称賛するという教員の姿勢14）は，学生の自己
効力感を高め，自信をもって新たな挑戦へ踏み出す活
力が養われると考える．教員は，担任以外に主任や学
年担当，委員会メンバー等の役割を担うが，学生が面
談等で打ち明けた内容について，どこまで共有してい
るのかは明らかではなかった．学生は，教員との関係
の中で内容を選んで表出しており，学生の情報共有に
ついては学生への配慮が必要であると考える．

　臨地実習において教育上の調整を必要とした学生
は，発達障害と精神障害が多く，糖尿病・腎臓病等の
内部障害は，在籍人数と比較して支援が必要とした
人数は減っていた．その理由は，内部障害（慢性疾
患）は比較的自己申告しやすく，実習前から対応策を
講じやすく，セルフケアが確立されていると考えられ
ていた15）．また，慢性疾患の学生が健康管理をし，必
要に応じて自らが支援を求める等のセルフマネジメン
トができるように支援するためには，普段から相談し
やすい環境や関係づくりが求められる．一方，精神障
害は，自覚や自己申告がしにくいため，アセスメント
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が難しく，教員や指導者間での共通認識が得られにく
い15）．発達障害の学生については，看護教員が直接対
応することが困難と感じている割合が多く，コミュニ
ケーションや対人関係が苦手というイメージを持ち，
関心はあるが支援する立場になると躊躇する傾向があ
る16）．臨地実習指導においては，学生指導の経験年数
が長い教員の方が，教育上の具体的な調整を行ってい
ることから，教員間で体験や知識，技術の共有を図り，
個別の教員の学生支援の能力向上と共に組織全体とし
て実習指導能力やマネジメント能力を向上させていく
ことが重要としていた10）．また，教員の研修17）を行う
等して，神経発達障害や精神疾患の病態や，慢性疾患
等の内部障害に比べてコミュニケーションを始めとし
た対人援助の過程で躓きやすく，個別に応じた配慮が
必要であることを理解する必要がある．学生支援にお
いて複数の教職員で相談して対応する1）3）4）15）ことは
もちろん，学生相談室や保健管理センター，カウンセ
ラーや専門医等と連携し，一人の教員が抱え込むこと
がない仕組み作りが必要である17）18）19）20）．さらに，組
織の中で「学習面」「心理面」等の相談内容に応じて
役割を整理することで連携を深め，学生の問題を包括
的に把握し統合的な援助につなげられようとしている
取り組みも必要である21）．しかし，慢性疾患学生の支
援として，看護系大学の約 6割が専門部署・機関，委
員会，学生支援センターの体制を持っていたが，課題
として部署間のトータルな連携や全学的なバックアッ
プの必要性を挙げ，さらに人員の確保が困難という切
実な声もあり，組織によっては体制の中身をさらに充
実させていく必要性も示唆されていた13）22）．また，学
生が抱える疾患の情報は個人情報に該当し，共有・管
理については慎重に行う必要があるが，臨地実習で関
わる患者と学生自身の安全を守るためには，必要な情
報は共有する必要がある23）．しかし，個人情報保護の
観点から情報を共有しないとする組織もあり，情報の
取り扱いには細やかなルール作りが必要である23）．臨
地実習を行う教育機関として，疾患を抱える学生への
配慮とともに，実習施設の患者や指導者，そしてグ
ループ学生への配慮も重要であり，保護者ともよく話
し合って同意を得ることも重要であると考える．

　休学，退学した学生の理由として「健康上の理由」
が上位であったが，先述した「疾患を抱えた学生の支
援」や「入学して間もない時期への配慮」が必要であ
り，入学時に合わせてメンタルヘルスの状況を調査
し，組織的に早期対応に取り組む教育機関もある24）．
疾患の情報は原則学生が自己申告して支援が始まる
が，近年の学生相談の課題の一つに，援助が必要な学

生が学生相談を利用しないというサービスギャップの
問題がある20）25）．本来，支援が必要な学生に必要な支
援を行うためには，学生が抱える問題を全数的に調べ
早期に対応しようとする取り組みは問題の対処に有効
であるが，とりわけメンタルヘルスに関わる内容は，
センシティブな情報であることが多く，調査をする場
合は，その内容・範囲及び調査後の取り扱いには，組
織として事前に検討しておく必要があると考える．

V．結論

　看護学生の学生支援における教員間及び教員と多部
門との連携の現状を明らかにすることを目的に文献の
内容を検討した． ①学生支援内容の内訳は，日常の学
生生活上の支援，疾患を抱えた学生の支援，教務事務
上の支援，学業継続上の支援，臨地実習における教育
上の支援，学外学修（学生ボランティアの現地活動）
上の支援であった．②主として学生を支援する看護教
員（専任教員）は，担任等の名称で学生を個別で支援
する役割や教務主任や学年担当の役割，臨地実習指導
担当という役割等を担っていた．③学内には学生支援
を担う委員会（教員もメンバー）や教員以外の様々な
部署の職員や専門家（教務事務，学生総合支援セン
ター関係，保健管理センター関係，障害学生センター，
学生相談室，学内カウンセラー，学内精神科医等）が
支援者として存在し，外部の支援者として，実習指導
者（病院等）や学外カウンセラー，学外精神科医が存
在した．ボランティア等の学外学修においては，他大
学の教員等も関与していた．さらに共に学生を支援す
るという意味で保護者も対象として挙げられた．④入
学時早期の新入生の支援や休・退学者の支援，疾患を
抱えた学生の臨地実習上の支援についての 教員間や教
員と多部門連携の実態は一部明らかになったが，教員
以外の部署や専門家との連携はあるものの実態把握に
までは至らなかった． 今後さらなる研究の推進が必要
である．

本研究における利益相反はない．
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